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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月12日(2014.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１）下記一般式（１）に表される化合物及び／又はそれらの薬理学的に許容される塩と、
２）アドバンスド・グリケーション・エンドプロダクツ（AGEs：Advanced glycation end
-products）分解剤とを含有することを特徴とする、皮膚外用剤。
【化１】

[式中、Aはジ若しくはトリ芳香族メチル基を表し、該芳香族基は無置換若しくは置換基を
有する芳香族基及び／又は無置換若しくは置換基を有する複素芳香族基よりなる群からそ
れぞれ独立に選ばれる。Bは、Aとの結合部位が複素原子である、水素原子若しくは炭素原
子が複素原子により置換されていてもよい環状若しくは非環状の脂肪族若しくは芳香族炭
化水素基、又は水素原子を表す。また、前記環状脂肪族又は芳香族環が、AとBとの結合部
位の複素原子を含み形成される環も包含する。]
【請求項２】
前記一般式（１）に表される化合物が、下記一般式（２）に表される化合物であることを
特徴とする、請求項１に記載の皮膚外用剤。

【化２】

[式中、Aはジ又はトリ芳香族メチル基を表し、該芳香族基は無置換若しくは置換基を有す
る芳香族基よりなる群からそれぞれ独立に選ばれる。Bは、Aとの結合部位が複素原子であ
る、水素原子若しくは炭素原子が複素原子により置換されていてもよい環状若しくは非環
状の脂肪族若しくは芳香族炭化水素基、又は水素原子を表す。また、前記環状脂肪族又は
芳香族環が、AとBとの結合部位の複素原子を含み形成される環も包含する。]
【請求項３】
前記一般式（２）に表される化合物が、下記一般式（３）に表される化合物であることを
特徴とする、請求項２に記載の皮膚外用剤。
【化３】

[式中、Aはジ又はトリ芳香族メチル基を表し、該芳香族基は無置換又は置換基を有する芳
香族基よりなる群からそれぞれ独立に選ばれる。Xは、窒素原子又はNH基を表し、R1は、
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水素原子若しくは炭素原子が複素原子で置換されていてもよい炭素数３～８の環状脂肪族
炭化水素基、又は水素原子を表す。また、前記環状脂肪族炭化水素の環は、Ｒ1がＸを含
み形成される環も包含する。]
【請求項４】
前記一般式（３）に表される化合物が、１－[（ジフェニル）メチル]ピロリジン（化合物
９）、１－[（トリフェニル）メチル]ピロリジン（化合物１０）、１－[（ジフェニル）
メチル]ピペリジン（化合物１１）及び１－[（トリフェニル）メチル]ピペリジン（化合
物１２）から選ばれる１種又は２種以上であることを特徴とする、請求項３に記載の皮膚
外用剤。
【化４】

【化５】

【化６】

【化７】

【請求項５】
前記一般式（２）に表される化合物が、下記一般式（４）に表される化合物であることを
特徴とする、請求項２に記載の皮膚外用剤。
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【化８】

[式中、Ａはジ又はトリ芳香族メチル基を表し、該芳香族基は無置換又は置換基を有する
芳香族基よりなる群からそれぞれ独立に選ばれる。Ｘは、酸素原子を表し、Ｒ2は、水素
原子若しくは炭素原子が複素原子に置換されていてもよい炭素数１～８の脂肪族炭化水素
、又は水素原子を表す。]
【請求項６】
前記一般式（４）に表される化合物が、２－[[（ジフェニル）メチル]オキシ]エタノール
（化合物３）、２－｛[（トリフェニル）メチル]オキシ｝エタノール（化合物４）、２－
｛[（ジフェニル）メチル]オキシ｝エチルアミン（化合物７）及び２－｛[（トリフェニ
ル）メチル]オキシ｝エチルアミン（化合物８）から選ばれる１種又は２種以上であるこ
とを特徴とする、請求項５に記載の皮膚外用剤。
【化９】

【化１０】

【化１１】

【化１２】
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【請求項７】
前記一般式（２）に表される化合物が、下記一般式（５）に表される化合物であることを
特徴とする、請求項２に記載の皮膚外用剤。
【化１３】

[式中、Ａはジ又はトリ芳香族メチル基を表し、該芳香族基は無置換又は置換基を有する
芳香族基よりなる群からそれぞれ独立に選ばれる。Ｘは、窒素原子を表し、Ｒ3及びＲ4は
、それぞれ独立に、水素原子若しくは炭素原子が複素原子に置換されていてもよい炭素数
１～８の脂肪族炭化水素、又は水素原子を表す。]
【請求項８】
前記一般式（５）に表される化合物が、２－｛[（ジフェニル）メチル]アミノ｝エタノー
ル（化合物５）及び２－｛[（トリフェニル）メチル]アミノ｝エタノール（化合物６）か
ら選ばれる１種又は２種であることを特徴とする、請求項７に記載の皮膚外用剤。
【化１４】

【化１５】

【請求項９】
前記一般式（２）に表される化合物が、下記一般式（６）に表される化合物であることを
特徴とする、請求項２に記載の皮膚外用剤。
【化１６】

[式中、Ａはジ又はトリ芳香族メチル基を表し、該芳香族基は無置換又は置換基を有する
芳香族基よりなる群からそれぞれ独立に選ばれる。Ｘは、窒素原子又はNH基を表し、Ｒ5

は、水素原子若しくは炭素原子が複素原子で置換されていてもよい炭素数５～８の芳香族
基、又は水素原子を表す。また、前記芳香族基の環は、Ｒ5がＸを含み形成される環も包
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含する。]
【請求項１０】
前記一般式（６）に表される化合物が、１－[（ジフェニル）メチル]イミダゾール（化合
物１）及び１－[（トリフェニル）メチル]イミダゾール（化合物２）から選ばれる１種又
は２種であることを特徴とする、請求項９に記載の皮膚外用剤。
【化１７】

【化１８】

【請求項１１】
前記一般式（１）に表される化合物及び／又はそれらの薬理学的に許容される塩を、皮膚
外用剤全量に対し、０．００１質量％～１０質量％含有することを特徴とする、請求項１
～１０の何れか１項に記載の皮膚外用剤。
【請求項１２】
前記AGEs分解剤が、下記の植物より得られる抽出物よりなることを特徴とする、請求項１
～１１の何れか１項に記載の皮膚外用剤。
（植物）モクセイ科オリーブ属、ユキノシタ科ユキノシタ属、バラ科ポテンチラ属、バラ
科キジムシロ属、マメ科アスパラトゥス属、バラ科シモツケソウ属、キク科ヨモギ属、マ
メ科ゲンゲ属
【請求項１３】
前記のモクセイ科オリーブ属、ユキノシタ科ユキノシタ属、バラ科ポテンチラ属、バラ科
キジムシロ属、マメ科アスパラトゥス属、バラ科シモツケソウ属、キク科ヨモギ属、及び
マメ科ゲンゲ属に属する植物が、それぞれモクセイ科オリーブ属オリーブ、ユキノシタ科
ユキノシタ属ユキノシタ、バラ科ポテンチラ属トルメンチラ、バラ科ポテンチラ属ミヤマ
キンバエ、バラ科キジムシロ属カワラサイコ、マメ科アスパラトゥス属ルイボス、バラ科
シモツケソウ属シモツケソウ、キク科ヨモギ属ヨモギ、及びマメ科ゲンゲ属レンゲソウで
あることを特徴とする、請求項１２に記載の皮膚外用剤。
【請求項１４】
前記AGEs分解剤を、皮膚外用剤全量に対し０．０００１質量％～１０質量％含有すること
を特徴とする、請求項１～１３の何れか１項に記載の皮膚外用剤。
【請求項１５】
前記のAGEs分解剤が、皮膚の角層中に存在するAGEsの分解作用を有することを特徴とする
、請求項１～１４の何れか１項に記載の皮膚外用剤。
【請求項１６】
化粧料（但し、医薬部外品を含む）であることを特徴とする、請求項１～１５の何れか１
項に記載の皮膚外用剤。
【請求項１７】



(7) JP 2013-103902 A5 2014.12.25

美白用であることを特徴とする、請求項１～１６の何れか１項に記載の皮膚外用剤。
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